
本日のプログラム 職業奉仕賞授与例会
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1 会長の時間｜井上 俊朗 会長

クラブ会長テーマ 今日はRotaryの日だから！
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都城北ロータリークラブ
会長：井上 俊朗
幹事：新川 宏人

2 幹事報告｜新川 宏人 幹事 3 出席報告

43名
31名
11名

73.81%

●会員数
●出席会員数
●欠席数

●出席率

（届有） 木脇、倉園、瀬尾、水久保、山口、東
中村崇、新原、田ノ上、油井

（届無） 磯貝

●前回修正出席率
●前々回修正出席率

4月 3日：83.33%
3月31日：特別休会

（出席免除者1名）

例会の
状　況

山口、白井、東、磯貝、油井、水久保
田ノ上 ⑦ 

特別休会 

●4/4

●3/31

川畠、四季、東郷、西田、宮川
山﨑、瀧澤、長峯　

●都城

石井、中原、山村、横山、吉原●都城西

福島、三坂、山下、藤岡　●都城中央

ＭＵ要

●3/27　教基 スタッフ会：中原、戸高、佐伯

●4/ 4  ライン～：冨松

●4/ 9　次年度セミナー：木脇、小玉、瀬尾
　　　　 榎木祐、宮里、新川、佐伯、森　

●4/14 5月定例理事会：井上、新川、中原
榎木敏、榎木祐、真方、橋詰、小玉
那須、戸高、森、清水、西村

ＭＵ有
会 員

ＭＵ無

メーク
アップ

・点鐘
・合唱：奉仕の理想

・ゲスト：なし ・ビジター：なし
・オブザーバー：なし

会長の時間を務めさせていただきます。
まずは初めに、4月4日（土曜日）に開催されました、インター
シティーミーティングにおいては、皆様のご協力、誠にありが
とうございました。また、急遽の例会日変更となりましたこと、
お詫び申し上げます。皆様の協力がありまして、無事終了する
ことが出来ました。改めて、都城北クラブの団結力と行動力の
高さを実感いたしました。他クラブの皆様からも多数、お褒め
の言葉を頂きました。誠にありがとうございました。
さて、本日は職業奉仕委員会によります『職業奉仕賞授与
式』となっております。委員会の皆様、ご準備ありがとうござ
います。
世界の大企業のトレンドは今まさに『SDGs経営』となってい
ます。2015年ころから言われている言葉ですが、簡潔にまと
めると『企業活動で社会課題を解決する』というものです。世
界の株式市場では『SDGｓ』に取り組むことで株価を維持す
るという動きもひろまっています。逆に、『SDGs』に逆行した
企業は、不買運動を初め株価が大きく下げてしまう事例もあ
ります。いわゆる環境や社会課題に向き合わない企業は淘汰
されるという時代になりつつあります。
ロータリには『職業奉仕』という言葉があります。これは
1905年にポールハリスが提唱した言葉ですが、実は『SDGs
経営』の枠組みと方向性はそっくりです。どちらも、企業活動
で利益を取りながらも社会貢献していく、という概念です。
100年以上前から先見性があるかのように唱えていたロータ
リーはすごいなーと感心致します。

職業奉仕の具体例として、ユニクロの取り組みについてお話
しさせていただきます。
この事例は世界中の経済学部でお手本として出てくる
『SDGs経営』の事例になります。

ユニクロは、世界各地の難民に衣料を届ける活動を行ってい
ます。その規模は非常に大きく、これまでに5,000万点を超
える衣料が提供されています。
代表的な地域として、ヨルダンがあります。シリア内戦の影
響で多くの難民が暮らすキャンプに、防寒着などが届けられ
ています。アフリカではケニアやエチオピアなどの難民キャン
プ、ヨーロッパではウクライナ危機に伴う避難民への支援も
実施されています。
いわゆる「服を扱う企業が、服で人を助けている」という点で
す。つまり、自社の本業そのものを通じて社会課題の解決に貢
献しているのです。この活動は、20年近く継続されています。

私たちはつい、「奉仕」と聞くと特別な活動で時間を使う事や
寄付を思い浮かべがちです。しかしユニクロの事例は、日々の
仕事そのものが社会貢献になり得ることを示している、これ
こそが職業奉仕だと感じる次第でございました。

ご清聴ありがとうございました。

地区 他クラブ 他団体 報告

クラブ報告

① ロータリーレート　4月　160円
② ガバナー月信　4月号

・戸高　　望　会員　提出あり
・木脇桂太郎　会員　提出あり
・新川　宏人　会員　提出あり　
・井上　俊朗　会員　提出あり　　
・清水　三郎　会員　提出あり
・東迫　紀憲　会員　提出あり
・黒木　洋平　会員
・宮里　　潤　会員
・田中　俊行　会員

・来週4/21（火）夜間例会　企画会議
　例会・会議　ロイヤル ３F 18：30～
　懇親会　８F

・4/21（火）60周年実行委員会　ランチ会議　
　ロイヤル２F　中華　12：00～

●ロータリーの友　4月号

●公益財団法人 都城地区ロータリークラブ
　教育振興基金

①令和8年度奨学生認定授与式
　５/7（木）12：00～14：00
　メインホテル５F
②南横市太陽光清掃作業
　5/9（土）8：00～11：00
　駐車場　都原町　宮崎県立都城きりしま支援学校

●西本ガバナー事務所

●台湾国際大会参加者の方は
　パスポートコピーを事務局へお送りください。

誕生祝い

▲西村 拓郎 会員
　※瀬尾 典史 会員、東 信一郎 会員（欠席）



5 SAA報告

ロータリー財団
真方　 誠也 半代委員長、例会ありがとうございました!!

中村かよ会員、貴重なお話ありがとうございました。
大変勉強になりました。

教育振興基金

黒木 　興輔 例会ありがとうございました

ポリオ
黒木 　興輔 例会ありがとうございました

周年事業
中村　 かよ 本日は就業奉仕賞をいただき

ありがとうございました。

中村かよ会員、職業奉仕賞受賞おめでとう
ございます。半代委員長、本日はお疲れ様でした。

半代委員長 例会お疲れ様でした。

半代委員長 例会段取りありがとうございました。

業務の為 早退致します

半代委員長、担当例会おつかれ様でした
中村かよ会員、本日はおめでとうございます。
また、貴重なお話ありがとうございました。

本日は、職業奉仕担当例会にご参加いただき
まことにありがとうございました。

仕事の為、早退させていただきます。
半代委員長お疲れ様でした

島田　 耕司

黒木 　洋平

宮里 　　潤

白井 信太郎

東迫　 紀憲

半代　 正明

外勢　 徹男

新川　 宏人

● 4/  7（火） 休会 

● 4/21（火）

● 4/14（火）場所：ロイヤルホテル3F／時間 12：30～13：30
例会事業名：職業奉仕委員会担当『職業奉仕賞授与例会』

場所：ロイヤルホテル8F／時間 18：30～21：00
例会事業名：副会長・副幹事担当『企画会議』※別途案内しております。

● 4/28（火）祝日週の為 休会 

※4/4（土）ＩＭの開催の代替
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ロ ー タリ ー 財 団

米 山 記 念 奨 学 会

教 育 振 興 基 金

ポ リ オ プ ラ ス

周 年 事 業
※ロータリー財団：［年間目標額］会員1名：$100　※米山記念奨学会［年間目標額］会員1名：10,000円

4月の例会予定表 母子の健康

4 本日のプログラム
職業奉仕賞授与例会

半代 正明委員長 あいさつ

奉仕活動の原点と歩み

職業奉仕委員会

みなさん、こんにちは。職業奉仕委員会の委員長を拝命しております、半代です。
本日は、職業奉仕委員会による「職業奉仕賞授与」の例会となっております。
この例会の趣旨は、みなさんもご存じのとおり、ロータリーの職業奉仕の理想を具現した
個人、または団体に表彰することを目的としております。
以前、クラブ内の会員の会社で、どのような奉仕活動をされているかのアンケートを実施
しました。みなさまのご協力のもと、多くの回答を頂きまして、検討した結果、今回、職業
奉仕賞を授与するのは　株式会社文昌堂様となりました。株式会社文昌堂さまは、団体
としての活動が、職業奉仕賞にふさわしいと、評価するに至りましたので、本日、会社を代
表して中村かよ会員を表彰させて頂きたいと思います。

職業奉仕賞受賞者紹介
～活動紹介～
株式会社文昌堂様は、ボーイスカウト活動への拠点提供や深夜の見守り、NPO法人を通
じた「どんぐりの森」再生など、青少年育成と環境保全に尽力されております。また、学校
への廃材寄附や地域行事へも積極的に参加・協力しております。

当初は受賞を辞退しようと考えてい
たが、自身の数十年にわたる活動を
振り返り、会社としてこの賞を頂く決
意をした。

昭和4 6年、勤務先（ドミニコ学
園）の校長命令をきっかけに、宮崎
県内および都城市でのガールスカ
ウト設立に奔走した。

現在も賛助会員として活動を支援し
ており、青少年活動に従事する中で
「奉仕するためには、まず自分自身
が学び、鍛えられることが不可欠で
ある」という精神を学んだ。

職業を通じた社会貢献
自社（株式会社文昌堂）の施設をスカウト活
動の場として開放している。

印刷工程で発生する紙の廃材を幼稚園や小学
校へ寄付しており、地域の子どもたちの教材
として役立てている。

現在、東町で運営しているショップでは、廃材
を活用した封筒やメモ帳の販売、ワーク
ショップの開催などを通じ、地域に根ざした
企業活動を継続している。

今後の抱負
現在は娘が事業を継承しているが、今後も印刷や紙媒体を通じて地域に貢献し、自
身も奉仕活動に専念していく意向である。

・

・ ・

・

・
・

・

▲中村 かよ 会員


